
（別紙３）

（対象者数） （回答者数）

～ 2024年　11月　25日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・他者とのコミュニケーションの機会を増やす

・病院小児科及び病院の児童発達支援事業所との連携を図る

2

介護保険関連の情報が多いので、障害関連の勉強会を開催す

るなど職員教育を充実させる。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

現在のところ、児童発達支援の受け入れ予定はありません。

2

3

○事業所名 済生会ハーモニー

○保護者評価実施期間
利用実績がないので、保護者評価はありません。

○保護者評価有効回答数

2024年　11月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　11月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所開設以来、児童発達支援の利用実績がない。 定員が５名の生活介護との多機能型事業所のため、生活介護の

利用者で定員上限となっている。

特別養護老人ホームが運営している事業所であるため、事業所

の専有スペースだけではなく、施設内の共有スペースや各種行

事など様々な資源を活用できる。また、敷地内に小児科のある

同法人の病院及び病院が運営する児童発達支援事業所がある。

共有スペースを利用したリハビリで職員から声をかけられた

り、他事業所や実習生との交流など、こどもにとって良い刺激

が得られる環境づくり

研修・訓練・委員会活動などが計画的に実施されている。 ・オンライン研修の導入により、研修を受講しやすくした。

・委員会活動で施設内の他事業所との意見交換や情報共有を行

うことで、事業所の状況を客観的に捉え、改善することができ

る。

事業所における自己評価総括表公表


